
　この再設計におけるテーマは「記入者にとって分かりやすい版面にする」であり、まさに「ユ
ニバーサルデザイン」の実践です。
　再設計前のものは、版面にメリハリもなく一様に作られているため、記入者は「どこから読
み始めて、どこで終われば良いのか？」「記入面では、どこに何を記入して、どこを記入しな
くても良いのか？」ということが大変分かりづらい状態になっています。この様なことがこの
ハガキの利用を妨げている大きな理由と考えられます。
　そこで、このハガキの利用促進を図るため、「ユニバサールデザイン」の思想を取り入れ、
記入者にとって「分かりやすい」「記入しやすい」版面になるよう再設計しました。

　実際にこのデザイン仕様は、東京都世田谷区様（23区最大の住民数85万人の自治体）にお
いて採用されております。
　世田谷区様では積極的な口座振替推進において区民への見易さ分かり易さを重視。
　口座振替に切り替えた方には送らず、切り替え前の方向けに発送した結果、ハガキリニュー
アル後の振替率が前年と比べ1.2倍に増加した経過報告をいただいております。
　このユニバーサルデザインによる再設計が、区民の方々の理解を深め、賛同を得ることがで
きた成功事例のひとつと考えております。

Before（再設計前）

● 市税口座振替依頼書ハガキ　ユニバーサルデザインを施した再設計 ●



●イラストによる手軽さの表現
このイラストにある「郵便ポスト」と、記入例の下にある「郵
便ポスト」のイラストが連鎖して、記入者にこのはがきの利用
場面を連想してもらうための仕掛けです。

●親しみやすさ
軽いタッチのイラストを配し
て、役所っぽい堅苦しさを和ら
げました。

●記入箇所がすぐに分かるように
記入しなければならない部分を白マドにして、
その他の部分には平アミを施し、記入部分とそ
の他の部分を分けました。これにより、記入へ
の誘導を図ります。

●使い方を分かりやすく
このはがきの使い方を分かりや
すく説明するために、実際の版
面を縮小してイラストで説明し
ています。

●口座振替カレンダー
納税振替日を日付だけ表しても全体のスケジュールが
分かりにくく、見落とされがちです。そこで、カレンダー
風の図で表現することで、分かりやすさを図りました
これにより、記入への誘導を図ります。

●記入枠をできるだけ広く
ハガキサイズになると記入欄が狭くな
りがちですが、記入される文字数を想
定して、出来る限り枠サイズを広く調
整します。

●記入者にとっては不要な部分
この「銀行等処理欄」は記入者には不
要な部分であるため、文字やケイ線を
グレーにして、目立たないようにして
あります。

After（再設計後）


